
里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ａ（対象地域の概況） 

生物地理区分 コナラ林(西日本) 
NO.62 河和田東部 

地域区分 中山間地 

 1.山地  2.山麓部 ○ 3.丘陵・台地
都道府県 福井県 

地形

条件  4.低地  5.その他 
○ 1.二次林  2.草地 ○ 3.水田 

市 町 村 鯖江市 
○ 4.畑 ○ 5.小川･水路  6.ため池 
 7.池沼･湿地  8.社寺林 ○ 9.人工林 

所

在

地 

集落名称等 
尾花町、東清水町、上河
内町、沢町 

環境

要素

 10.その他 
環境要素（対象とする地域に含まれる環境要素） 
     ◎：面積割合が最大のもの ○：それ以外の環境要素 

自然環境･景観保全､国土保全関連の法指定状況 自然環境､景観､文化等の観点からの選定･評価 

保安林 
 

ふくいのおいしい水（桃源清水、三場坂清水） 
桃源清水は、古来より、地域の人たちの飲み水として利用

されてきたが、平成 16年 7月の福井豪雨により大きな被
害を受けた。しかし、地元の人たちの手によって、新たに

「桃源郷」として復興した。平成 20年 2月に同様に地域
の人々に親しまれている三場坂清水とともに福井県内に

おける良質な湧き水であるとして、「ふくいのおいしい水」

に認定された。市内外より多くの人が訪れ、地域の人たち

の手によって大切に守られている。 
 

特徴的な動植物や生息環境 対象地の景観の現状 
オシドリが一年を通して生息している地域。マツや杉の

樹胴を活用し繁殖し、河和田川とその周辺の水田を餌場と

して子育てを行なっている。また、６月にはゲンジボタル

が多数飛翔する地域である。 
この地域はブランド材である河和田杉の産地であり、高

齢級のスギが産出されている。 
 

 

 

  
写真の説明：河和田杉の産地、河和田東部地区の風景。 写真の説明：昭和 40 年代まで木の切り出しや農耕に牛が

使われていた。 



里地里山保全・再生の特徴的取組 個票Ｂ（対象地域の取組） 

NO.62 河和田東部 ◎ 1.地域コミュニティ(集落・組合等) 
都道府県 福井県 ○ 2.団体・企業・学校等 
市 町 村 鯖江市 ○ 3.行政による支援施策の活用 

○ 4.多様な主体が参加・連携する組織体 

所

在

地 集落名称等 
尾花町、東清水町、上河内町、
沢町 

取

組

主

体

 5.その他 
 

主な主体の名称 尾花町、東清水町、上河内町、沢町 
取組 

主体 その他の主体の名称 ふくいくらしの研究所 河和田東部美しい山里の会  

1.農林業を通じた里山や草地の利用（管理）の維持・活性化（伝統的なものも含む） 

対象・取組内容 

鳥獣害対策、特にイノシシ対策のために、集落ぐるみで電気柵等の設置を行ってき

たが、集落の土地が入り組んでいることから、集落連携をして対策をすることとな

った。この連絡会を元に 4町内からなる河和田東部美しい山里の会を設立し、効果
的な鳥獣害対策に取り組むことで、地域内の農地や山林の保全と活性化に取り組ん

でいる。 

● 

支援措置 
福井県鳥獣害のない里づくり推進事業（電気柵設置、里山林内放牧）、農地・水・環

境保全向上対策推進事業（国庫）を活用。 
3.環境教育や自然体験、エコツーリズムの場としての利用 

自然観察会 ＊ ホタル観察会 
環境教育・学習

活動 
＊ イノシシワークショップ 

里地里山体験・

環境保全 
＊ 炭焼き、間伐、イノシシ調理、きのこづくり 

農林業体験活動 ＊ 畑の収穫、そば打ち、伝承料理、豆腐作り、牛のえさやり 
エコツアー   

○ 

その他   
6.里地里山の伝統的な生活文化の知恵や技術の継承 

生活行事 ＊ 文化財指定（有） 
殿上まいり、 市指定無形民俗文化財 

資源利用技術   
対

象 

その他   

目的 

●：主 

○：その他 

○ 

取組内容 

毎年 2月の第 1日曜日に、尾花町の禅定神社で行われる厄払い行事。 
当番役が寄進された御神酒や餅などを背負い「笠松」「一本杉」と呼ばれる御神木を

経由し、禅定山(h670m）頂付近の神社まで登る。注連縄の張り替え、参拝を終え、
この後厄年の人たちが 5～6m下の雪中へ次々豪快に放り出される。その後の餅まき
とともに無病息災を祈る。 

連携・協働による取組 

内容・役割分担等 

ふくいくらしの研究所は地域内の不耕作地を活用した食育体験サロンを実施。 
河和田東部美しい山里の会を中心に地域の鳥獣害対策を実施。 

取組の特徴や強調したい点 

鳥獣害対策のために始まった取り組みが、面的な展開となり、地域住民とこれまで

対策に関係のなかった人たちに展開している。楽しみながら、自然や山里の暮らし

に触れられる活動に展開している。 

 
課題グループ 

取組の概要 集落連携で行う鳥獣害対策などにより農地や山林を保全 

事例の特性 適正な樹林地管理の再開 

取組の中で他の地域の参考とな

る点 

鳥獣害対策に当たり、集落の土地が入り組んでいることから 4
集落が連携して電気柵設置や里山林内放牧を実施。これを機に、

４町内からなる河和田東部美しい山里の会を設立し、農地や山

林の保全と活性化に取り組んでいる。 

●農林業 
●景観文化 

 

取組主体 ◎：主な主体、○：その他の主体


